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資金融通のご依頼について
　拝復　○月○日付貴信にてお申し入れいただきました資金の融通について、社内で検討を重ねました。他ならぬ貴社からのご依頼であり、お答えしたいのはやまやまではございますが、実は当社も資金繰りに奔走している状態でございます。
　つきましては、誠に心苦しい限りではございますが、ご要望にはお応えいたしかねる状態でございます。なにとぞ、諸事情ご賢察の上、ご了承くださいますようお願い申し上げます。
　まずは、取り急ぎご連絡申し上げるとともにお詫び申し上げます。
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